
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今月のふくむすびはコーポ狩野を紹介します。 

コーポ狩野は、沼津中央病院の隣に位置するグループホームです。 

地域において自立した日常生活を営む上で、支援を必要とする方が入居して 

います。日中活動に出掛けながらコーポ狩野の職員に見守られ、現在は 17 名の 

利用者さんがそれぞれの生活を送っています。 

今回はそんなコーポ狩野にサポートセンターなかせのピアスタッフが赴き、松田さん、大嶽さんに職員の 

日々感じている気持ち等を聞かせて頂きました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

象徴的なことは、インタビュー中に利用者さんが職員に話し掛けてくる際、言葉遣いを選びながら利用者さんに安

心していただけるよう、丁寧かつ心温まる対応をしていたことです。そのような交流に喜びを感じており、「人と人と

いう感覚を大事に…」という想いを感じ取れる取材となりました。 

取材に協力していただきまして、ありがとうございました。       取材担当（なかせ 石川、山崎） 
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「食器が洗えるようになる、時間が守れるよ

うになる…と利用者さんの小さいことの積み

重ねを見られることが嬉しい」と、本当に嬉

しそうに話す松田さん。そのようなやりがい

を感じながら、「やがて利用者さんが（生活力

をつけてアパートへ）卒業されるのが嬉しい」

と笑顔で答えてくれました。 

 

「（利用者さんと）夕食会で一緒に調理や交流でき

ると嬉しい」「そのような仕事をしたくて、今の職

場に配属になった」と目を輝かせていた大嶽さん。

「来てみて家族ぐるみの付き合いな感じがする」

ということがアピールポイントだそうです。 

 

 

「米を 10 合も炊くことがあります。」「1Ｆ・2Ｆ・

ゴミ捨て場を掃除して…」「日中活動先での見守り

に行くこともありますよ」と、多忙な勤務の職務内

容を説明され、取材担当はビックリ！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

中伊豆ワイナリーシャトーの広大な葡萄畑での収穫作業 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

就労継続支援 B型事業所ゆめワークでは「中伊豆ワ

イナリー」様と業務提携し、施設外での作業訓練をさ

せて頂いています。7～8 月は太陽が高い位置にある

中、メンバー皆さんと大粒の汗をかきながらぶどう畑

の草取りを行いました。9～10 月は実りの季節。ぶど

うの収穫作業で大忙しです。皆さん手慣れた様子で細

かい作業を黙々と丁寧に行ってくれていました。 

（ 武井紗知 ） 

ゆめワーク 

8月 18日（水）今年度 2回目の防災訓練を実施しました。

これまでは１階に全員が集合して行っていましたが、今回は

1・2階と居住階に分かれ火災の訓練を行いました。スタッフ

に消防団員がいることから、実際の火災の怖さや避難方法な

ど講話してもらい、皆真剣に聞いていました。他に通報訓練

や水消火器を使った消火訓練では、全員が上手に操作出来た

ことに嬉しさを感じました。      （松田浩子） 

 

 

コーポ狩野 

かのん 

 クオーレでは季節限定『かぼちゃプリン』の販売が

スタートしました。かぼちゃ本来の甘さを活かした、

季節限定プリンの中でも人気の一品です。 

 コロナ禍でお家時間が増えているかと思いますが、

今年のハロウィンはかぼちゃプリンと一緒に自宅で過

ごすのはいかがでしょうか。かぼちゃプリンの販売は

10月いっぱいの予定です。     （上柳 光） 

通報訓練 

避難終了の報告 

手洗いのビデオで 

学習！ 

緊急事態宣言を受けて、8月 21日（土）職員の感

染対策研修を行いました。手洗いの仕方については、

手洗いチェッカーを使いスタッフ全員で確認。日頃

しっかり洗えていると思っていましたが、指先や手

首、親指の付け根などが洗えていないことが分かり

ました。これからも、より一層手洗いなど基本的な

感染対策に気を付け、メンバーにも伝えていきたい

と思います。     （ 本田 幸江 ） 



※画像の特別号は作成途中のものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なかせでは毎月第 3 週の土曜日にピアサポート連絡会を行っ

ていますが、先月に引き続き今月も緊急事態宣言延長を受け、

中止となりました。地域に暮らすピアの皆さんでお話しできる

貴重な連絡会。中止が続くことは大変寂しいことです。そんな

中、ピアスタッフと協力し、連絡会独自の広報誌「ピアサポー

ト連絡会便り」の特別号の発行を検討しています。コロナ禍の

中でも出来る事、今だからこそ出来る事、日々考えて行動して

いくことの大切さを感じる毎日です。   （山下 圭美） 

なかせ 

ひまり 
今回は、ひまりがランチに配達して頂いている「就

労継続支援 B 型事業所ふくろう」さんのお弁当を紹介

します。ひまりから歩いて数分の場所にあり、毎日手

作りでボリュームたっぷり‼お弁当にかかわる作業（お

弁当作り、配達、回収、片付け等）は利用者さんが担

当しています。市内の関係機関等も多く利用している

ようで、大人気のお弁当です。  （山田 典子） 

ほっと 
8 月 20 日（金）に富士富士宮圏域自立支援協議会の「月経と月経時のイライラ対

処法」という研修に参加してきました。 

障害女児の、感覚に過敏だったり鈍感だったりすることでうまく対応ができずに精神

的な不安定につながりやすいことや、月経への対応がうまくできないと企業就労がう

まくいかないことが多いことなど興味深い話を聞くことができました。 

男性支援者の参加も多く、性別に関係なく知っておきたい知識なのだと思いました。                           

（長谷川 真美） 

いとう 
障害福祉サービスの中に、就労継続支援 B 型事業があります。

働くことはもちろん、人とのつながりや生活リズム作り、居場所な

ど多様な目的を持った方が集まり、作業を通し一緒に活動していま

す。熱海市で土石流が発生した伊豆山地区には、同事業を行う心象

めぐみ会共同作業所があり、発災後 1 週間活動休止の状態となり

ました。現在は一時的に、当事業所と同じ熱海第一ビルで場所を借

り、活動を継続しています。今回の災害で、利用者ひとりひとりに

とって、事業所がいかに大切な生活の一部であるかということを再

認識しました。その人の気持ちをしっかり聴き取り寄り添いなが

ら、これからも支援をしていきたいと思います。 （石田 由貴） 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月の豪雨で崩落した黄瀬川大橋が仮設橋により限定的に通行可能になりました。近年の豪雨や台風

の大型化により各地で甚大な被害が頻発し、これも地球温暖化の影響だとすれば、せめてできること

をと CO2削減の為にゴミの分別削減に精を出しています。  

ふくむすび編集部 

 


